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参
加
し
て
く
だ
さ
い

。

＊
事
前
の
連
絡
等
は
不
要
で
す
の
で

、
ご
自
由
に

参
加
費
　
３
０
０
円

（
資
料
代

）

定
例
学
習
会
　
（
案
内
）

会
員
の
拡
大
に
つ
い
て

①
６
月
５
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

住
所
　
大
分
市
顕
徳
町
３

‐
２

‐
４
５

会
場
　
南
蛮
豊
後
交
流
館
・
研
修
室

１
月
は
正
月
で
休
み

）

３
０
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す

。

（
５
月
は
連
休

を

、
原
則
と
し
て
毎
月
・
第
一
土
曜
・
午
後
１
時

　
会
員
学
習
発
表
の
場
と
し
て

「
定
例
学
習
会

」

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
は

、
地
元
住
民
の

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

③
友
人
・
知
人
に
声
を
か
け
て

、
会
員
の
拡
大
に

②
個
人
会
員
　
１
口
　
３
０
０
０
円

②

「
入
会
申
込
書
・
会
リ
ー
フ
レ

ッ
ト

」
を
同
封

①
会
員
拡
大
目
標
　
３
０
０
人

（
現
２
５
９
人

）

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

「
会
員
の
拡
大

」
を
重
点
に
活
動

。
会
員
皆
さ
ま

盛
り
上
が
り
が
重
要
視
さ
れ
る
の
で

、
本
年
度
も

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年） ５ 月 １ 日

令
和
三
年
度
「
会
費
」
の
納
入

お

お

と

も

大

友

氏

顕

彰

会

だ

よ

り

第　５２　号

理事長
③
８
月
７
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

②
７
月
３
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

編　  集

牧　達夫

が

、
ま
だ
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
な
い
会
員
は

、

現
在
ま
で
に
多
数
の
方
々
が
納
入
さ
れ
て
い
ま
す

　
本
年
度
の
会
費
に
つ
い
て
は

、
昨
年
度
末
か
ら

　
　

（
昨
年
度
実
績
の
請
求
書
を
同
封
し
ま
す

）

①
法
人
会
員
　
１
口
　
５
０
０
０
円

な
る
べ
く
早
め
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

。

溝部幸祐

藤
田
　
賢
治
　
大
友
氏
顕
彰
会
幹
事

　
　
　
　
　
　
大
河
ド
ラ
マ
推
進
協
議
会
会
長

牧
　
　
達
夫
　
大
友
氏
顕
彰
会
理
事
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
大
河
ド
ラ
マ
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
兼
文
化
財
課
課
長

　
　
令
和
２
年
１
０
月
２
４
日

（
土
曜

）
開
催

第
一
部

「
関
東
と
源
頼
朝
公
と
大
友
能
直
公

」

し
た
い
と
考
え
て
い
る

。

で
は
な
く

、
大
友
氏
４
０
０
年
の
歴
史
ド
ラ
マ
に

佐
藤
　
弘
俊
　
大
友
氏
顕
彰
会
副
理
事
長

　
　
　
　
　
大
河
ド
ラ
マ
推
進
協
議
会
事
務
局
長

若
杉
　
孝
宏
　
大
友
氏
顕
彰
会
副
理
事
長

坪
根
　
伸
也
　
大
分
市
教
育
委
員
会
審
議
監

牧
／
目
指
す
大
河
ド
ラ
マ
は
大
友
宗
麟
の
一
代
記

っ
た
が

、
緒
方

お
が
た

三
郎
惟こ
れ

栄よ
し

が
源
氏
方
に
変
わ

っ
た

　
鎌
倉
幕
府
が
成
立
す
る
前

、
九
州
は
平
氏
方
だ

パ
ネ
ラ
ー

　
　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
大
分

》
（
報
告
㊁

）

《
大
友
氏
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
推
進

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
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２
だ

っ
た
が

）
、
鎌
倉
幕
府
を
開
く

。

　
そ
の
後

、
頼
朝
は
１
１
８
５
年

（
昔
は
１
１
９

し
て

、
壇
ノ
浦
決
戦
で
源
氏
方
が
勝
利
す
る

。

　
ま
た

、
源
氏
方
に
兵
船
８
２
艘
を
提
供
し
た
り

き
討
ち
す
る

。

氏
方
の
大
宰
府
を
襲
撃
し
た
り

、
宇
佐
神
宮
を
焼

緒
方
惟
栄
が
平
氏
方
か
ら
源
氏
方
へ
変
わ
り

、
平

に
よ
り

、
源
頼
朝
が
立
ち
上
が

っ
た
こ
と
か
ら

、

法
皇
の
二
男
・
以
仁
王

も
ち
ひ
と
お
う

の

「
平
氏
打
倒

」
の
令
旨

り
ょ
う
じ

若
杉
／
源
平
合
戦
は
１
１
８
０
年
４
月

、
後
白
河

と
だ
ろ
う

。

て
い
た
ら

、
日
本
の
歴
史
は
大
き
く
変
わ

っ
た
こ

　
も
し

、
こ
の
と
き
義
経
一
行
が
豊
後
に
入
国
し

し

、
豊
後
へ
の
入
国
は
挫
折
し
て
し
ま
う

。

夜
半
か
ら
突
然
の
嵐
と
な

っ
て
全
て
の
船
が
転
覆

弁
慶
ら
主
従
を
船
に
乗
せ
て
出
港
す
る

。
し
か
し

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

〇

「
大
友
氏
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
？

」
、
大
友
氏

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年） ５ 月 １ 日

に
舞
を
奉
納
し
た

。

佐
藤
／
吉
野
山
で
義
経
一
行
と
別
れ
た
静
御
前
は

　

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン
の
風
景

】

ら
…

」
に
つ
い
て
歴
史
に

「
も
し
…

」
は
無
い

。

庫
県
尼
崎

）
ま
で
逃
げ
て
来
た
義
経
・
静
御
前
・

方
惟
栄
は
豊
後
岡
城
に
入
れ
よ
う
と
大
物
浦

だ
い
も
つ
う
ら

（
兵

　
合
戦
後

、
義
経

よ
し
つ
ね

が
頼
朝

よ
り
と
も

に
追
わ
れ
た
と
き

、
緒

源
氏
方
が
勝
利
し
た

。

郎
惟
憲

こ
れ
の
り

ら
臼
杵
三
兄
弟
が
源
平
合
戦
で
活
躍
し

、

、

こ
と
か
ら

、
兄
の
臼
杵

う
す
き

二
郎
惟こ
れ

隆た
か

や
弟
の
佐
賀

さ
　
が

四

か
ら
大
友
氏
４
０
０
年
の
歴
史
ド
ラ
マ
に
な
る
と

舞

っ
て
み
せ
た

。

頼
朝
の
前
で

、
義
経
を
慕
い
続
け
る
想
い
を
歌
い

　
　
　
　
　
　
　
昔
を
今
に
　
な
す
よ
し
も
が
な

し
づ
や
し
づ
　
し
づ
の
を
だ
ま
き
　
く
り
返
し

　
　
　
　
　
　
　
い
り
し
人
の
　
あ
と
ぞ
恋
し
き

坪
根
／
目
指
す
大
河
ド
ラ
マ
は

、
大
友
宗
麟
中
心

　

「
も
し

、
義
経
一
行
が
豊
後
に
入
国
し
て
い
た

奈
川
県
小
田
原
市
東
大
友
町
・
西
大
友
町

）
か
ら

だ
と
思
う
が
ど
う
か

。

い
う
高
い
格
付
を
与
え
た
等
々
か
ら
頼
朝
の
実
子

筆
頭
補
佐
官
④
頼
朝
は
能
直
に

「
左
近
将
監

」
と

頼
朝
の
落
胤
説
②
頼
朝
の
無
双
の
寵
児
③
頼
朝
の

牧
／
大
友
能
直
公
の
出
生
の
秘
密
に
つ
い
て

、
①

年
間
統
治
し
た

。

鎌
倉
初
期
に
豊
後
へ
来
て
戦
国
末
期
ま
で
４
０
０

よ
し
野
山
　
み
ね
の
白
雪
　
ふ
み
わ
け
て

や
が
て
捕
え
ら
れ
鎌
倉
に
送
ら
れ

、
鶴
岡
八
幡
宮

初
代
・
能
直

よ
し
な
お

が
住
ん
で
い
た
相
模
国
大
友
郷

（
神
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若
杉
／
将
軍
・
頼
朝
ら
の
記
録
が
書
か
れ
た
吾
妻

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

。

れ
て
い
る
し

、
他
に
も
い
く
つ
か
来
た
こ
と
が
伝

竹
中

）
に
は
能
直
公
が
来
て
建
立
し
た
と
伝
え
ら

ら
れ
る

。

の
で

、
こ
の
と
き
豊
後
に
来
て
い
た
こ
と
が
考
え

れ
て
い
な
い
空
白
期
間
が
５
回
・
１
８
年
間
あ
る

力
で
勝
利
し
た

。

関
東
か
ら
引
き
連
れ
た
御
家
人
と

、
九
州
武
者
の

（
１
２
７
４

）
、
弘
安
ノ
役

（
１
２
８
１

）
で

、

方
奉
行

）
と
と
も
に
全
軍
を
指
揮
し

、
文
永
ノ
役

泰

（
鎮
西
東
方
奉
行

）
は

、
少
弐

し
ょ
う
に

経つ
ね
す
け資

（
鎮
西
西

と
い
わ
れ
て
い
る

。
蒙
古
襲
来
で
幕
命
に
よ
り
頼

牧
／
大
友
氏
３
代
・
頼
泰

よ
り
や
す

か
ら
豊
後
に
定
住
し
た

８
０
０
周
忌
に
な
る
の
で
何
か
や
ろ
う
と
思
う

。

　
　
　
　
活
躍

」

牧
／
再
来
年

（
２
０
２
２

）
は
能
直
公
が
没
し
て

第
二
部

「
大
友
３
代
・
頼
泰
公

、
蒙
古
合
戦
で

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

し
た

。
こ
の
巻
狩
り
で
殺
害
さ
れ
た
動
物
の
霊
を

軍
・
頼
朝
の
命
な
の
で
特
別
に
巻
狩
り
が
許
さ
れ

若
杉
／
久
住
山
は
殺
生
禁
断
の
地
だ

っ
た
が

、
将

巻
狩
り
の
練
習
を
し
た
よ
う
だ
が

。

施
す
る
前
に

、
大
友
能
直
の
所
領
地
・
久
住
山
で

牧
／
将
軍
・
源
頼
朝
が

「
富
士
の
巻
狩
り

」
を
実

局

）
と
の
子
が
能
直
だ
と
思
わ
れ
る

。

に
流
罪
と
な

っ
た
頼
朝
の
世
話
を
し
た
娘

（
利
根

坪
根
／
頼
朝
が
北
条
政
子
と
結
婚
す
る
前

、
伊
豆

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年） ５ 月 １ 日

【 坪 根 伸 也 氏 】

鑑

（
東
鑑

）
の
中
で

、
能
直
の
行
先
記
録
が
書
か

父
の
中
原
親
能

ち
か
よ
し

が
手
柄
を
立
て
さ
せ
た
い
と
頼
朝

て
い
る

。
能
直
は
奥
州
合
戦
に
行

っ
て
お
り

、
養

若
杉
／
私
も
近
頃
は

「
頼
朝
の
落
胤
説

」
に
傾
い

と
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が

、
勝
光
寺

し
ょ
う
こ
う
じ

（
大
分
市

〇
豊
後
大
友
氏
初
代
の
能
直
公
は
豊
後
に
来
た
こ

い

。

に
あ
る
と
聞
い
た
の
で

、
後
日
確
か
め
に
行
き
た

牧
／
曽
我
五
郎
の
刀
が
何
故
か
国
東

（
田
原
家

）

た

。

の
出
る
幕
で
は
な
い
と
押
し
と
ど
め
危
難
を
救

っ

の
際

、
頼
朝
が
戦
お
う
と
す
る
が

、
能
直
が
大
将

い

、
父
の
仇
と
し
て
工
藤
祐
経

す
け
つ
ね

が
討
た
れ
る

。
そ

〇
富
士
の
巻
狩
り
で
は

、
曾
我
兄
弟
の
襲
撃
に
遭

に
し
た
と
伝
わ

っ
て
い
る

。

供
養
す
る
た
め
寺
号
を

「
久
住
山
　
猪
鹿
狼
寺

い
　
か
　
ら
　
じ

」

派
遣
さ
れ
た
武
将
ら
は
多
く
の
獲
物
を
得
て
満
足

に
頼
ん
だ
よ
う
だ

。

【 若 杉 孝 宏 氏 】
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佐
藤
／
大
友
頼
泰
を
モ
デ
ル
に
し
た

「
百
合
若
大

牧
／

「
二
階
崩
れ
の
変

」
に
つ
い
て

、
父
・
義
鑑

よ
し
あ
き

で

、
い
ろ
い
ろ
具
体
的
な
物
も
発
掘
で
き
た

。

の
は
事
実
で
は
な
い

。
台
風
は
来
た
が

、
そ
の
後

苦
戦
し
た
が

、
神
風
が
吹
い
て
勝
利
し
た
と
い
う

坪
根
／
元
寇

（
文
永
・
弘
安
ノ
役

）
は
２
回
と
も

を
制
定
し
て
い
る

。

い

、
頼
泰
は
豊
後
に
新
御
成
敗
状

（
１
２
４
２

）

た

。

さ
れ
て
以
降

、
宗
麟
公
の
評
価
が
徐
々
に
上
が

っ

そ
の
年
の
９
月
に
単
行
本

『
宗
麟
の
海

』
が
発
刊

泰
時

や
す
と
き

が
制
定
し
た
貞
永
式
目

（
１
２
３
２

）
に
習

合
戦
の
前
に

、
何
回
か
豊
後
に
来
て
い
る

。
北
条

〇
１
２
２
２
年
に
生
ま
れ
た
大
友
頼
泰
は

、
蒙
古

の

「
神
風

」
を
利
用
し
た

。

第
三
部

「
大
友
２
１
代
・
宗
麟
公

、
栄
光
と
挫
折

い
き
た
い

。

　
　
　
　
の
波
乱
万
丈
の
人
生

」

牧
／
こ
れ
か
ら
は
頼
泰
公
で
豊
後
を
盛
り
上
げ
て

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

８
春
祭
り
や
２
０
２
０
秋
祭
り
で
演
じ
て
い
る

。

臣
伝
説

」
が
あ
り

、
こ
れ
を
子
供
神
楽
で
２
０
１

は
後
継
者
と
し
て
い
た
嫡
男
・
義
鎮

よ
し
し
げ

か
ら
側
室
の

丸
に
後
継
を
変
え
た
よ
う
だ

。
義
鎮
が
１
６
歳
の

て
育
て
て
き
た
は
ず
だ
が

、
い
つ
の
間
に
か
塩
市

若
杉
／
塩
法
師
丸

（
の
ち
宗
麟

）
を
後
継
者
と
し

発
生
し
た
が

。

子
・
塩
市
丸
を
後
継
に
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら

第
二
次
世
界
大
戦
で

、
日
本
の
軍
部
が
こ
の
と
き

若
杉
／
昭
和
１
６
年

（
１
９
４
１

）
に
始
ま

っ
た

も
合
戦
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
最
近
分
か

っ
た

。

及
ぶ
新
し
い
宗
麟
像
が
描
か
れ
た
新
聞
の
連
載
や

日
の
最
終
回

（
３
３
６
回

）
ま
で

、
約
１
年
間
に

聞
に
連
載
さ
れ
て
か
ら
だ

っ
た

。
翌
年
５
月
２
４

た
安
部
龍
太
郎
の

『
宗
麟
の
海

』
が
大
分
合
同
新

２
８
年

（
２
０
１
６

）
６
月
１
８
日
か
ら
始
ま

っ

っ
た

。
府
内
は
５
千
軒
の
家
が
立
ち
並
ぶ
大
都
市

古
図
の
と
お
り
地
下
に
眠

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

な
ど
の
遺
跡
発
掘
作
業
は
２
２
年
経
つ
が

、
府
内

坪
根
／
大
分
市
元
町
の
万
寿
寺

ま
ん
じ
ゅ
じ

跡
や

、
大
友
氏
館

っ
た

。
宗
麟
公
の
評
価
が
上
が

っ
た
の
が

、
平
成

な
宗
麟
を
顕
彰
す
る
の
か

」
な
ど
酷
い
も
の
で
あ

牧
／
大
友
宗
麟
の
大
分
で
の
評
価
は

「
な
ぜ
あ
ん
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【 佐 藤 弘 俊 氏 】

の
信
仰
に
衝
撃
を
受
け
た
義
鎮

。
ザ
ビ
エ
ル
は
日

送

っ
て
来
た

。

本
を
出
国
し
た
後

、
約
束
通
り
宣
教
師
を
次
々
に

す
る
か

。

　
そ
の
中
で

、
ア
ル
メ
イ
ダ
は
以
前
商
人
を
し
て

佐
藤
／
慈
父
の
よ
う
な
ザ
ビ
エ
ル
と
キ
リ
ス
ト
教

【 藤 田 賢 治 氏 （ 左 ） 、 牧 達 夫 氏 （ 右 ） 】

死
去
し
た

。
津
久
見
氏
と
田
口
氏
は

、
そ
の
場
で

を
後
継
に
す
る
等
の
置
き
文
を
残
し
て
２
日
後
に

た
側
室
と
塩
市
丸
を
殺
害

、
義
鑑
も
負
傷
し
義
鎮

蔵
人
佐
は

、
逆
に
館
に
侵
入
し

、
二
階
に
寝
て
い

知
り
身
の
危
険
を
感
じ
た
津
久
見
美
作
守
と
田
口

播
磨
守
と
小
佐
井
大
和
守
を
殺
害
し
た

。
こ
れ
を

怒

っ
た
義
鑑
は
近
習
に
命
じ
て

、
反
対
し
た
斎
藤

と
宣
言
し
た
が
４
人
と
も
反
対
し
て
席
を
立
つ

。

臣
を
呼
び
出
し

、

「
塩
市
丸
を
後
継
者
と
す
る

」

佐
藤
／

「
二
階
崩
れ
の
変

」
は
義
鑑
が
４
人
の
家

だ
ろ
う
か

。

義
鑑
が
思
う
よ
う
に
操
れ
な
く
な
る
と
思

っ
た
の

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年） ５ 月 １ 日

〇
ザ
ビ
エ
ル
と
ア
ル
メ
イ
ダ
に
つ
い
て
ど
う
表
現

る

。

ド
ラ
マ
で
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
が
課
題
と
な

牧
／
こ
の
謎
が
多
い

「
二
階
崩
れ
の
変

」
を
大
河

後
処
理
が
鮮
や
か
過
ぎ
る

。

に
つ
い
て
も
重
傷
者
が
書
け
る
の
か

。
義
鎮
の
事

い
た
関
係
で
大
金
を
持

っ
て
い
た
の
で

、
育
児
院

坪
根
／
こ
の
事
件
は
謎
が
多
い

。
義
鑑
の
置
き
文

た

。

牧
／
こ
の
よ
う
に
賢
い
義
鎮
を
後
継
者
に
し
た
ら

殺
す
べ
き
で
な
い

」
と
諫
言
し
た

。

今
後
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
豊
後
に
来
な
く
な
る
の
で

れ
を
聞
い
た
義
鎮
は

「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
殺
せ
ば

殺
し
て
宝
物
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
と
き

、
そ

と
き

、
父
・
義
鑑
が
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を

近
習
に
討
ち
取
ら
れ
る
と
い
う
大
事
件
が
発
生
し

臼
杵
に
移

っ
た
の
か

。

牧
／
義
鎮
は
府
内
か
ら
臼
杵
へ
行

っ
た
が

、
な
ぜ

の
友
情
は
生
涯
続
い
た

。

囲
に
宣
教
し
て
回

っ
た

。
ア
ル
メ
イ
ダ
と
宗
麟
と

あ
る
ア
ル
メ
イ
ダ
は
義
鎮
の
紹
介
に
よ
り

、
広
範

や
病
院
を
大
友
館
の
近
く
に
建
て
た

。
行
動
力
の
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ル
が
日
本
の
風
習
を
無
視
し
た
高
圧
的
な
布
教
を
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３

）
し
禅
宗
を
信
仰
し
て
い
た
が

、
キ
リ
ス
ト
教

牧
／
宗
麟
は

、
臼
杵
に
寿
林
寺

じ
ゅ
り
ん
じ

を
建
立

（
１
５
６

キ
リ
ス
ト
教
に
反
発
し
た
の
は

、
宣
教
師
カ
ブ
ラ

　
ま
た
宣
教
師
か
ら
イ
ザ
ベ
ル
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

る
ほ
ど
仲
が
良
か

っ
た

。

た
奈
多
八
幡
宮
の
娘
で

、
８
人
の
子
供
が
生
ま
れ

婚
な
の
で
離
婚
し
た

。
奈
多
夫
人
は
自
分
で
迎
え

目
は
一
色
家

い
っ
し
き
け

の
娘
で

、
父
・
義
鑑
に
よ
る
政
略
結

佐
藤
／
奈
多
夫
人
は
２
番
目
の
奥
さ
ん
で

、
１
番

　
こ
の
と
き

、
立
花
山
城
に
取
り
残
さ
れ
た
毛
利

撃
し
て
１
万
９
千
人
を
討
ち
取

っ
た

。

を
し
た
と
き

、
大
友
軍
は
撤
退
す
る
毛
利
軍
を
追

口
へ
侵
入
し

、
毛
利
軍
が
九
州
か
ら
総
引
き
上
げ

　
同
年
１
１
月

、
大
内
輝
弘
軍
が
ガ
ラ
空
き
の
山

軍
は
降
参
し
た
大
友
兵
を
殺
さ
ず
に
大
友
方
へ
送

武
将
ら
に
毛
利
軍
に
降
参
し
ろ
と
命
じ
た

。
毛
利

そ
の
連
絡
を
受
け
た
宗
麟
は

、
立
花
山
城
を
守
る

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年） ５ 月 １ 日

親
交
が
深
い
も
の
が
あ
る
が

、
義
輝
や
信
長
に
極

信
仰
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か

。

府
内
で
は
安
心
で
き
な
い
と
し
て
１
５
６
２
年

、

　
そ
し
て
毛
利

も
う
り

元
就

も
と
な
り

と
の
戦
い
が
激
し
く
な
る
と

に
避
難
し
て
い
た

。

５
６
年
の
府
内
大
騒
動
中

、
義
鎮
は
臼
杵
丹
生
島

に
　
う
じ
ま

回

（
１
５
５
３
・
１
５
５
６

）
も
起
き
た

。
１
５

若
杉
／
府
内
大
騒
動
と
呼
ば
れ
る
謀
反
事
件
が
２

牧
／
毛
利
元
就
と
の
戦
い
が
１
０
年
余
り
続
い
た

リ
ス
ト
教
を
理
解
す
る
よ
う
に
な

っ
た

。

に
会

っ
た
の
で
は
な
い
か

。
毛
利
元
就
と
の
長
い

お
り

、
１
回
か
２
回
は
京
へ
行

っ
て
義
輝
や
信
長

若
杉
／
宗
麟
は
将
軍
・
義
輝
の
相
伴
衆

　
そ
う
ば
ん
し
ゅ
う

と
な

っ
て

秘
で
会

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は

。

牧
／
宗
麟
は
将
軍
・
足
利

あ
し
か
が

義
輝

よ
し
て
る

や
織
田
信
長
と
の

若
杉
／
１
５
６
９
年
５
月

、
毛
利
の
大
軍
が
２
武

出
兵
で
き
な
か

っ
た

。

を
討
ち
取
る

。
そ
れ
以
降

、
九
州
に
は
毛
利
軍
を

毛
利
全
軍
を
九
州
か
ら
撤
退
さ
せ
て

、
大
内
輝
弘

の
山
口
へ
送
り
込
ん
だ

。
仰
天
し
た
毛
利
元
就
は

義
鎮
は
突
然
出
家
し

「
瑞
峯

ず
い
ほ
う
そ
う
り
ん

宗
麟

」
と
号
し
臼
杵

な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

。

キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
こ
と
に
矛
盾
を
感
じ
て
い

め
よ
う
と
し
て
お
り

、
禅
宗
を
信
じ
る
こ
と
と

、

若
杉
／
宗
麟
は

「
人
間
と
は
何
か

」
に
つ
い
て
究

峯
院
が
あ
り

、
禅
宗
も
真
剣
に
信
仰
し
て
い
た

。

坪
根
／
京
都
の
大
徳
寺

だ
い
と
く
じ

に
大
友
宗
麟
の
塔
頭

　
　
た
っ
ち
ゅ
う・

瑞

多
夫
人
は
宣
教
師
か
ら
イ
ザ
ベ
ル
と
い
わ
れ
た
よ

〇
宗
麟
と
奈
多

な
　
た

夫
人
と
の
仲
は
ど
う
な
の
か

。
奈

砲
も
信
長
に
贈

っ
た
り
し
て
い
る

。

信
長
に
お
盆
を
贈

っ
た
ら
名
馬
を
貰

っ
た
り

、
大

牧
／
宗
麟
は
義
輝
に
南
蛮
銃
や
大
金
を
贈

っ
た
り

れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る

。

戦
い

（
１
０
年
戦
争

）
の
中
な
の
で

、
極
秘
と
さ

う
だ
が

。

将
の
兵
の
み
で
守
る
立
花
山
城
を
攻
め
て
来
た

。

軍
の
２
武
将
の
兵
を

、
宗
麟
は
殺
さ
ず
に
山
口
へ

り
返
し
た

。

適
し
て
い
た

。

が
い
た
し

、
丹
生
島
の
方
が
府
内
よ
り
も
防
御
に

丹
生
島
に
居
城
を
移
し
た

。
臼
杵
に
は
若
林
水
軍

宗
麟
は
預
か

っ
て
い
た
大
内
輝
弘

て
る
ひ
ろ

軍
を
ガ
ラ
空
き

し
た
た
め
で

、
カ
ブ
ラ
ル
が
い
な
く
な

っ
た
ら
キ

軍
が
九
州
北
部
に
出
兵
し
て
い
た
ス
キ
を
突
き

、

が

、
謀
略
家
の
毛
利
元
就
に
対
し

、
毛
利
氏
の
全
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を
主
役
に
描
い
て
来
た
が

、
大
友
氏
４
０
０
年
を

若
杉
／
こ
れ
ま
で
の
大
河
ド
ラ
マ
は
一
人
の
人
間

は
ど
う
か

。

藤
田
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
へ
の
皆
さ
ん
の
想
い

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年） ５ 月 １ 日

送
り
返
し
お
返
し
を
す
る

。
こ
の
事
実
を
大
河
ド

れ
て
い
く
も
の
で

、
宗
麟
公
も
同
じ
よ
う
に
見
直

坪
根
／
評
判
の
悪
い
宗
麟
だ
が

、
歴
史
は
見
直
さ

選
挙
に
も
関
心
が
あ
り
宣
教
師
に
聞
い
て
い
る

。

な
い
理
想
国
家
を
建
設
し
よ
う
と
し
た

。
外
国
の

な
み

、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
に
邁
進
し

、
戦
争
の

　
宗
麟
は
文
化
人
で
絵
画
・
け
ま
り
・
茶
を
た
し

な
日
本
人
だ

っ
た

。

る
よ
う
に

、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
宗
麟
が
一
番
有
名

佐
藤
／
九
州
全
体
が
Ｂ
Ｖ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
描
か
れ
て
い

ら
い
の
言
葉
を
必
ら
ず
入
れ
て
い
る

。

で
あ

っ
た

。
宗
麟
は
戦
場
に
い
る
家
臣
に

、
ね
ぎ

若
杉
／
家
臣
へ
の
思
い
や
り
が
あ
り

、
寛
大
な
人

藤
田
／
大
友
宗
麟
の
評
価
に
つ
い
て
は
ど
う
か

。

全
権
を
任
せ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
思
う

。

若
杉
／
人
望
が
な
い
田
原
紹
忍

　
じ
ょ
う
に
ん

に

、
日
向
合
戦
の

北
日
向
を
平
定
し
た
と
い
う
過
信
が
あ

っ
た

。

島
津
側
に
寝
返

っ
た
延
岡
・
土
持

　
　
つ
ち
も
ち

親
成

ち
か
し
げ

を
討
伐
し

し
た
と
い
う
過
信

。
お
よ
び
１
５
７
８
年
４
月
の

佐
藤
／
１
５
６
９
年

、
最
終
的
に
毛
利
軍
に
勝
利

島
津
軍
に
大
敗
し
た
原
因
は

。

牧
／
１
５
７
８
年
９
月
の
日
向
合
戦
で
大
友
軍
が

ラ
マ
に
取
り
上
げ
た
い

。

書
院
番
頭
の
役
に
任
用
す
る

。
１
６
０
６
年
に
は

　
１
６
０
４
年

、
家
康

い
え
や
す

は
宗
茂
を
将
軍
・
秀
忠

ひ
で
た
だ

の

側
に
く
み
し
た
た
め
改
易
と
な
る

。

ケ
原
合
戦
で
は

、
宗
茂
は
秀
吉
の
恩
義
か
ら
西
軍

　
秀
吉
没
後
の
１
６
０
０
年

、
天
下
分
け
目
の
関

名
と
し
て
柳
河

（
柳
川

）
城
主
と
な

っ
た

。

平
定
時
の
功
に
よ
り

、
筑
後
４
郡
１
３
万
石
の
大

　
１
５
８
６
年

、
立
花
宗
茂
が
豊
臣
秀
吉
の
九
州

年
の
宗
麟
の
暗
い
イ
メ
ー

ジ
か
ら
明
る
い
イ
メ
ー

坪
根
／
立
花
宗
茂
を
最
後
に
持

っ
て
く
れ
ば

、
晩

河
を
統
治
し
繁
栄
し
た

。

は
明
治
維
新
時
の
立
花
氏
１
３
代
・
鑑
寛

あ
き
ひ
ろ

ま
で
柳

　
立
花
宗
茂
が
柳
河
に
復
帰
し
て
以
降

、
立
花
家

藩
主
と
し
て
帰
り
咲
い
た

。

ら
柳
河
１
２
万
石
を
与
え
ら
れ

、
２
０
年
ぶ
り
に

　
そ
し
て
つ
い
に
１
６
２
０
年

、
宗
茂
は
秀
忠
か

ジ
に
転
換
で
き
る

。

さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い

。

家
を
継
い
で
立
花
山
城
主
と
な
る

。

立
花
道ど

う
せ
つ雪

（
戸
次

べ
っ
き

鑑
連

あ
き
つ
ら

）
の
養
子
と
な
り

、
立
花

主
の
高
橋
紹
運

　
じ
ょ
う
う
ん

の
長
男
で

、
大
友
随
一
の
名
将
・

津
軍
と
戦
い
壮
烈
な
死
を
遂
げ
た
宝
満
・

ほ
う
ま
ん
・

岩
屋

い
わ
や

城

佐
藤
／
宗
茂
は
大
友
一
族
・
吉
弘
氏
の
出
で

、
島

牧
／
立
花
宗
茂
に
つ
い
て
は
ど
う
か

。

く
な
る
前
は
貧
乏
だ

っ
た

。

か

っ
た

、
寛
容
な
精
神

、
貿
易
で
大
金
持
ち

、
亡

一
番
人
気

、
出
世
が
早
か

っ
た

、
権
力
を
使
わ
な

牧
／
宗
麟
は
日
本
一
の
大
名

、
海
外
通

、
海
外
で

第
四
部

「
義
と
勇
の
武
将
・
立
花
宗
茂

」

る

。

奥
州
棚
倉
１
万
石
の
領
主
と
な
り
大
名
に
復
帰
す
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変
わ

っ
た

。

「
麒
麟

き
り
ん

が
来
る

」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ

が

、
大
河
ド
ラ
マ
に
な

っ
て
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に

は
裏
切
り
者
と
い
わ
れ

、
暗
い
イ
メ
－
ジ
だ

っ
た

坪
根
／
今
や

っ
て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
・
明
智
光
秀

１
年
間
で
表
現
し
た
い

。

協
力
に
よ
り

、
大
分
市
よ
り

「
３
０
万
円

」
の
補

フ
ォ
ー

ラ
ム
事
業
に

、
大
分
市
会
員
・
市
民
の
ご

　
昨
年
１
０
月
２
４
日
に
開
催
し
た
大
友
氏
顕
彰

し
ま
す
の
で

、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

紙
が
届
く
 
５
月
２
７
日
以
降
す
み
や
か
に
配
布

＊
具
体
的
な
応
援
届
出
は

、
大
分
市
よ
り
届
出
用

　
で

、

「
２
０

」
の
み
記
入
願
い
ま
す

。

　
で
き
ま
す
が

、
補
助
金
が
３
分
の
１
に
な
る
の

④

「
応
援
す
る
団
体
番
号

」
は

、
３
つ
ま
で
記
入

　
の
で

、
そ
れ
ぞ
れ
自
筆
署
名
を
お
願
い
し
ま
す

。

　
記
入
で
き
ま
す
が

、
同
一
筆
跡
は
無
効
と
な
る

③
１
枚
の
届
出
用
紙
で

、
同
居
家
族
は
４
人
ま
で

　
ら

、
コ
ピ
ー

し
て
く
だ
さ
い

。

令 和 ３ 年 （ ２ ０ ２ １ 年） ５ 月 １ 日

要
請
に
行
く
予
定

。

事
と
佐
藤
大
分
市
長
と
一
緒
に
７
回
目
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

年
度
中

（
令
和
３
年
３
月
末
ま
で

）
に
広
瀬
県
知

牧
／
と
に
か
く
大
河
ド
ラ
マ
を
実
現
し
よ
う

。
本

し
た
い

。

大
河
ド
ラ
マ
に
向
け
て
少
し
で
も
協
力
を
お
願
い

る

。
会
場
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
が
持
ち
帰

っ
て

る
の
で

、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
必
要
が
あ

　
宗
麟
は
江
戸
史
観
で
見
ら
れ
て
ハ
ン
デ
ィ
が
あ

ワ
ク
し
て
い
る

。

を
作

っ
て
来
た

。
内
容
が
豊
富
で
深
く
濃
く
ワ
ク

佐
藤
／
私
は
小
さ
い
時
か
ら
大
河
フ
ァ
ン
で
脚
本

が
大
き
い

。
大
友
氏
も
何
か
な
い
も
の
か

。

①
１
％
応
援
事
業
を
受
け
た
い
と
し
て
申
請
し
て

二

、
応
援
し
た
い
団
体
の
選
定

　
し
て
も
ら
え
ま
す

。

　
援
し
た
い
団
体
の
事
業
に

、
補
助
金
と
し
て
出

　
で
も
平
均
額

（
１
人
 

約
６
０
０
円

）
を

、
応

②
１
８
歳
以
上
の
大
分
市
民
な
ら

、
非
課
税
の
方

　
も
ら
え
る
制
度
で
す

。

　
た
い
団
体
の
事
業
に

、
補
助
金
と
し
て
出
し
て

　
額
を

、
市
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
応
援
し

①
大
分
市
民
が
納
め
た
個
人
市
民
税
の
１
％
相
当

一

、
本
事
業
の
概
要

分
市
会
員
・
市
民
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

補
助
金
を
要
請
し
て
い
る
の
で
昨
年
と
同
様

、
大

　
本
年
も
大
分
市
に
３
０
万
円

（
最
大
限
度

）
の

助
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
す
し

、
そ
れ
を
コ
ピ
ー

し
た
届
出
用
紙
を
配
布

　
日
以
降
配
布

）
の
裏
表
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

②
届
出
用
紙
は

、
応
援
届
出
特
集
号

（
５
月
２
７

　
ま
で
の
２
カ
月
間
で
す

。

①
届
出
期
間
は

、

「
６
月
１
日
～
７
月
３
１
日

」

三

、
応
援
届
出
の
方
法

　
お
願
い
し
ま
す

。

　
選
ん
で
届
出
を
し
ま
す

。

　
い
る
団
体
の
う
ち
か
ら

、
応
援
し
た
い
団
体
を

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

　
し
ま
す

。
な
お

、
届
出
用
紙
が
不
足
し
ま
し
た

　
し
ま
す
の
で

、
ご
記
入
の
う
え
届
出
を
お
願
い

　
団
体
番
号

「
２
０

」
に
多
数
の
方
々
の
応
援
を

②
大
友
氏
顕
彰
会
の
大
友
氏
顕
彰
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

大
分
市
１
％
応
援
事
業
の
届
出
方
法

《
大
分
市
民
の
皆
さ
ま
へ

（
お
願
い

）
》


